



An Examination Regarding the Evaluation Index of the Learning Support 
Project for Households having Financial Difficulties  
  
宮下裕一 ・ 田谷幸子 ・ 宮武正明  
（保育学科）   （帝京平成大学）  （元池坊短期大学）  
 































































 この事業は、まず筆者らが関わる団体が B 市の理解・協力を得て、大学教員
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 ここでは、保護者 3 名及び元参加者 3 名のインタビュー内容を整理する。 
まず、保護者については、主に、1．学習支援事業参加後の子どもとの関係
や子ども自身の変化、2．学習支援事業への要望、3．担当職員等による保護者、












































































































出所：エム・アール・アイリサーチアソシエイツ株式会社（ 2018：図 3-1）より引用 
 
その評価指標開発にあたり、厚生労働省より示された「子どもの貧困への対
応について」（社会保障審議会生活困窮者自立支援及び生活保護部会 第 4 回 
資料 1）（平成 29 年 7 月）の内容整理を行い、「事業の機能」としてまとめて
いる（表 1 参照）。 
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援事業の成果に関する考察」『人間と文化』第 3 号, 35-42. 
 
渡辺由美子（2018）「学習支援の現状及び在り方 学習支援の第 2 ステージに向
けて」第 6 回子どもの貧困対策に関する有識者会議資料（平成 30 年 5 月 17 日） 
 
エム・アール・アイ リサーチアソシエイツ株式会社（2018）「子どもの学習支援
事業の評価指標開発のための調査研究事業報告書（平成 29 年度生活困窮者就労
準備支援事業費等補助金社会福祉推進事業）」 
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